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論　文　の　内　容　の　要　旨
　本研究は，遠洋性・半遠洋性深海細粒堆積物の圧密過程における物性と微細組織の変化の関係を初めて詳
細に解明した研究である。物性に関しては間隙比と帯磁率異方性を主として取り上げ，組織については電子
顕微鏡によるミクロンオーダーの観察を行った。
　帯磁率異方性の示す意味について，本論では，タービダイト中の磁性鉱物の配列パタンとの関係が議論さ
れ，磁性鉱物の長軸方向と配列方向が帯磁率異方性を担うことを明らかにした。微細組織観察から，磁鉄鉱
粒子の並びが Kmaxに平行であることがわかった。すなわち，帯磁率異方性を用いて堆積物の微細組織解
析を行うときは，粒子の配列パタンが重要であることが判明した。
　このように意義づけられた帯磁率異方性と微細組織観察結果を併用して，深海堆積物の埋没圧密過程での
微細組織の変化過程を明らかにした。今回使用した遠洋性・半遠洋性堆積物は，太平洋およびフィリピン海
の粘土質，均質構造，均質組成，一定の堆積速度のもので，さまざまな埋没を経てきたものであることから，
長期圧密研究のための良質な試料であった。微細組織観察試料は，凍結乾燥・包埋法によって処理され，微
細組織観察により，主に粘土凝集体（ペッド）と粘土接触体（コネクター）によって構成されることがわかっ
た。間隙比 3.0以上では，ペッド間の大きな間隙がコネクターによって支えられており，主に細粒粒子の端
と端が接触する edge-to-edge（以下 EE）接触もしくは端と面が接触する edge-to-face（以下 EF）接触の粘
土粒子によって構築されている。この組織は，表層での生物擾乱などで形成されたランダムファブリックで
ある。3.0以下になると，それらの接触は EF-FF接触（FFは面と面が接触する face-to-face接触）からなる
強固なフレームワークを形成するが，ランダムファブリックは維持される。そして，間隙比 2.0以下では，ペッ
ド間の間隙がなくなり，ペッド内の間隙サイズが減少する。それにより，粘土粒子の接触は， FF接触が支
配的になる。
　以上のように，遠洋性・半遠洋性堆積物の微細組織は，間隙比 2.0以下でランダムファブリックから水平
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ファブリックへ変化する。この変化過程は，デルタ堆積物で見られるように，間隙比1.5付近で水平ファブリッ
クになるわけではなく，間隙比 2.0で既に水平ファブリックが形成されていた。また，デルタ堆積物では観
察されなかったペッドが多く見られ，遠洋性・半遠洋性堆積物では，ペッドが圧密変形に重要な役割を果た
すことが明らかになった。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本研究は，地質学的な実験が困難な埋没圧密による微細組織の変化について，天然の深海底の試料を詳細
に観察・測定し，そのプロセスを明らかにしたもので，従来主として圧密実験やデルタ堆積物の解析によっ
て研究されてきたが，このような深海堆積物での圧密過程の微細組織の変化過程の研究は，世界で最初の研
究である。
　特に，従来深海底細粒堆積物では試みられなかった，帯磁率異方性の本質をも明らかにした上で，さらに
組織の変化を圧密現象に結びつけた功績は大きい。すなわち，帯磁率異方性は，堆積物中の磁性鉱物の長軸
方向の向きが最大方向を指し示すと考えられてきた従来の見解をくつがえし，その最大方向は磁性鉱物粒子
の並びによっても規制されることを明らかにした。また，圧密過程において，磁性鉱物粒子同士の相互作用
によって生じる組織の変化を，実際の深海底堆積物で確認したのは世界で初めてである。このような圧密変
形組織をもった深海底堆積物が，付加体に持ち込まれたときの意義を論じる筋道をつけた功績は高く評価さ
れる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
